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                          大久保賢一著 「核兵器廃絶」と憲法９条 

 

まえがき  「賢人会議」への要望書 

序 章 核兵器廃絶と憲法9条 

                           ――ヒトは核兵器をなくすことができるのか 

第１章 迫りくる核戦争の危機 

第２章 日本政府は私たちをどこに導こうとしているのか 

第３章 核と軍事力の呪縛から免れない人たち 

第４章 反核平和のための営みア・ラ・カルト 

第５章 韓国の反核平和運動 

あとがき  「市民社会」を信じて 

喜寿のお祝いによせて  村山志穂 

定価︓税込1,980円(本体価格1,800円) 

日本評論社 2023年12月刊行 

 

 

 

 

 

 

佐々木 猛也著  

原爆 捨てられない記憶と記録 

廣島に生まれ、広島で育ち、ヒロシマにかかわり、 

廣島原爆の歴史の中に生きてきた著者が 

核兵器禁止条約批准と廃絶を説く渾身の書。 

定価︓税込 4,180円（本体価格 3,800円） 

日本評論社 2021年12月刊行 

新刊
　　　　　　　　　　　　　《  目  次  》
一　原爆裁判」を現代に活かす !! 　　　
 　―核兵器も戦争もない世界を創るために
Ⅰ 「原爆裁判」とは !? 
Ⅱ 被爆者援護制度の変化
Ⅲ 「核兵器なき世界」への影響
Ⅳ 憲法９条の背景にある事情
Ⅴ 非核と戦争廃絶を求める動き
Ⅵ 日本国憲法９条の源流
Ⅶ 何をなすべきか

二　補論
１ 政府の核兵器容認姿勢の転換を
２ アンジー・ゼルダーという女性
３ 米国の広島・長崎への核兵器投下の法的責任を問う「原爆国際民衆法廷」
 の準備のための「第２次国際討論会」に参加して
４ 韓国人被爆者の立場から見る広島・長崎への原爆投下の歴史的意味
５ 平和、武力反対、自主、気候重視――台湾の学者たちの反戦声明
６ インドネシアの１週間

三　資料
（公開書簡）核兵器廃絶と9条擁護・世界化を‼
　　　　　　――被爆80年・敗戦80年に向けての提案
１ 「新憲法の解説」第二章（内閣、1946年）
２ 貴族院における幣原喜重郎の答弁
３ 原爆投下と日本国憲法9条
４ 核兵器禁止条約第2回締約国会合宣言等
５ 核兵器使用の危険性の事例
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～　編集部より　～

　2024総会・創立30周年企画特集号をお届けします。昨秋の当協会創立30周年企
画にご登壇いただいた各分野でご活躍の皆さまからは、それぞれ核廃絶への熱い思
いを語っていただき、参加者全員で共有することができました。10代から90代にわ
たり、世代も分野も超えた皆さまからのお力添えに、この場をお借りし改めて御礼
申し上げます。
　日本政府は、被爆80年の節目の年にありながら、核兵器禁止条約第3回締約国会
合へのオブザーバー参加を拒みました。けれども、核兵器禁止条約を推進する国・
地域・市民社会は、次の一歩を踏み出そうとしています。第3回締約国会合の成果と
今後の展望について、私たちも学習を深め意見交換する機会を設けました（3月20
日核フォーラム）。本誌は引続き、核廃絶に向けた運動の最先端情報をお届けしてま
いります。（恭）

今号の読者アンケートは、こちらのQRコードから⇒
ぜひご応募ください。

引続き投稿も大歓迎です。
投稿ご希望の方は、日本反核法律家協会事務局までご連絡ください。

次号（第 123 号　2025 年夏号）予告
特集　被爆 80 年・敗戦 80 年、　外
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※ 連載中の《NEW FACE》欄は、今号休載します。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   Splitter
        
     新規書類
     列: 2
     行: 1
     オーバーラップ: 0.00 ポイント
     裁ち落としにオーバーラップ: はい
     ワイドページを分割: いいえ
      

        
     D:20250306154301
      

        
     1
     2
     1
     RowsAndCols
     1
     0
     0.0000
     830
     228
    
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
                
         1
         AllDoc
         3
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus5
     QI+ 5.3f
     QI+ 5
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





